
記者発表資料
平成３１年 ２月２１日

国土交通省 山形河川国道事務所

東北中央自動車道が延伸します！！
平成３１年３月２３日（土）東根IC～東根北IC 開通

ひ が し ね ひ が し ね き た

国土交通省が事業を進めて参りました東北中央自動車道の

うち東根ＩＣ～東根北ＩＣまでの延長４.３kmが開通するこ
ひがし ね ひがし ね き た

ととなりましたので、お知らせします。

今回の開通によって、次の効果等が期待されます。

効果１：地域産業の活性化を支援

効果２：インバウンド観光振興を支援

効果３：地域救急医療活動を支援

１．開通区間

東北中央自動車道 東根IC ～ 東根北IC （延長4.3Km）
ひがし ね ひがし ね きた

※今回開通する区間は、無料となります。
※今回開通する区間は、自動車専用道路となりますので、歩行者、自転車、軽車両、

二輪車（125cc以下）は通行できません。

２．開通日

平成３１年 ３月２３日（土）
※当日の開通時刻、開通式典等については、後日お知らせいたします。

３．地域活性化IC※

東根北IC 交差道路名 主要地方道寒河江村山線
ひがしねきた さ が え むらやま

※地域活性化ICは、高速道路の有効活用を目的として、地方公共団体が
主体となって追加ICの整備を行うものです。

＜記者発表記者会：山形県政記者クラブ、新庄新聞放送記者会、山形建設業界専門紙＞

【 問 合 せ 先 】

国土交通省 東北地方整備局 山形河川国道事務所

（道路担当）副所長 石 井 真 吾 TEL 023-688-8421(代）（内線205）
いし い しん ご

E13



東根ＩＣ

今回開通区間

山
形
県
村
山
市
大
字
土
生
田

や
ま
が
た

む
ら
や
ま

と
ち
う
だ

最上川→

287
国道

ROUTE

347
国道

ROUTE

至

新
庄
市

至

山
形
市

尾花沢市

東北中央自動車道(東根～尾花沢) 東根IC～東根北IC間 位置図

347
国道

ROUTE

延長5.3km

H30.4.15開通

東根IC～東根北IC

延長4.3km 山
形
県
東
根
市
大
字
松
沢

や
ま
が
た

ひ
が
し
ね

ま
つ
ざ
わ

山
形
県
東
根
市
大
字
羽
入

や
ま
が
た

ひ
が
し
ね

は
に
ゅ
う

山
形
県
尾
花
沢
市
大
字
尾
花
沢

や
ま
が
た

お
ば
な
ざ
わ

お
ば
な
ざ
わ

大石田村山ＩＣ
（地域活性化ＩＣ）
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凡例
：今回開通区間
：事業中区間
：開通済区間
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尾花沢新庄道路
おばなざわしんじょう（山形上山

～東根）

やまがたかみのやま

ひがしね 東北中央自動車道（東根～尾花沢） 延長約23km
ひがしね お ば な ざ わ

大石田村山IC～尾花沢IC
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○東北中央道沿線地域では、道路ネットワーク整備の推進に合わせ、企業立地も増加傾向

〇原木材料が豊富な最上地域では、平成２８年度に大手国産材製材会社が進出（新規雇用約60人）

〇今回開通区間を含め、関東方面への物流効率化や地域雇用の拡大が期待されるなど、地域産業の活性化を支援

地域産業の活性化を支援
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新庄中核

工業団地

福原

工業団地

東根市内

4工業団地

■東北中央道沿線（東根市以北工業団地※）で進む企業立地

東北中央道等の高速道路の整備によ
る東北各地へのアクセス性の良さなど
を理由に、新庄市に新たに進出した。
原木の入荷は県内を中心としつつも、
県外も含めた100km圏内を集材範囲と
捉えており、製材の出荷は関東が中心
となっている。今後東北中央道などの
道路整備が進めば、物流の効率化によ
る生産性向上も期待されるため、広域
的な取引拡大にもつなげていきたい。

(木材加工事業者 H31.2)

■ 沿線立地企業の声

尾花沢〜野⿊沢開通
⼤⽯⽥村⼭〜尾花沢開通

■東北中央道沿線（東根市以北）で
増加する有効求人数

約1.3倍

資料：東根市商⼯観光課、尾花沢市商⼯観光課、新庄市商⼯観光課
※東根市、尾花沢市、新庄市の最も規模の⼤きい⼯業団地を集計

資料：⼭形県労働局（村⼭・新庄職業安定所）

福島⼤笹⽣〜⽶沢北開通

泉⽥道路事業化

新庄⾦⼭道路事業化
⾦⼭道路事業化

124
（約1.1倍）

■ 東北中央道を利用した原木、製材の動き

東北中央⾃動⾞道
東根〜尾花沢

⼤⽯⽥村⼭〜尾花沢
H30.4開通

今回
開通区間

Ｅ４８

南陽⾼畠〜⼭形上⼭
H30年度開通予定

N

東根北IC

東根IC

福島大笹生
IC

山形上山IC

原⽊の搬⼊
製材の搬出

宮城県

福島県

山形県

原木原木

原木

原木
製材

製材

製材 近県へ
約3割

（宮城県が主）

関東⽅⾯へ
約5割

川原子IC

米沢北IC

米沢中央IC

米沢八幡原IC

⽊材加⼯会社
・H28.11試験操業開始
・原⽊消費量 年間約12万m3
・製材(集成材)出荷量

年間約3.6万m3
・新規雇⽤ 約60⼈

東根市内4工業団地

新庄中核工業団地

福原工業団地

北陸⽅⾯へ
約２割

福島⼤笹⽣〜⽶沢北
H29.11開通

尾花沢IC

大石田村山IC

野黒沢IC

新庄IC
新庄北IC

昭和IC(仮)

金山IC(仮)

金山北IC(仮)
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泉⽥道路

新庄⾦⼭道路

⾦⼭道路

尾花沢〜野⿊沢
H26.11開通

真室川雄勝道路

真室川雄勝道路事業化
東根〜東根北開通⾒通し公表

⽶沢⼋幡原〜⽶沢北開通⾒通し公表
⼤⽯⽥村⼭〜尾花沢開通⾒通し公表



〇外国人観光客向けのＰＲ活動や近隣県との連携強化等の活動により、外国人観光客やその観光消費額は著しい増加傾向

〇山形空港や仙台空港などを起点としたインバウンド観光の需要が増加するなか、東北中央道は県内の主要観光拠点を周遊する

ルートの一部を担う路線

〇東北中央道整備は、移動時間の短縮を図り、課題である滞在時間を確保することで、インバウンド観光振興を支援

インバウンド観光振興を支援
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■ 外国人観光客の周遊ツアーの軸となる東北中央道

N

：ミシュラングリーンガイドに選定

★★★：わざわざ旅行する価値がある
★★ ：寄り道する価値がる
★ ：興味深い
NEW ：新たに掲載

（2016.12）

：その他の主な周遊観光地

出典：チャーター便来訪者数（2018⼭形空港概要、2018庄内空港概要）、クルーズ船（酒⽥市HP）
仙台空港から⼭形県への来訪者数（FF-Data(国交省)）

※仙台空港に国際定期便、国際チャーター便にて⼊国し、バス・電⾞等で⼭形県内に⼊る来訪者数
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上杉神社

仙台空港から⼭形
県内への来訪者数※

（H29/H26）
（2.7千⼈→17.7千⼈）

福島〜⽶沢間の開通に伴う
関東⽅⾯からの来訪

国際チャーター便に
よる来訪者数

(H29/H25)
（681⼈→2,621⼈）

国際チャーター便に
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(H29/H25)
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■ 沿線自治体（尾花沢市）の声

銀山温泉は外国人にとって特に人気の観光地
であり、東北中央道整備により時間短縮が図ら
れれば、以前から要望の強かった銀山温泉で
の滞在時間をより長く確保することや、新たな物
販施設への立ち寄りも期待できる。 （H31.2）

今後、さらなる外国人観光客の増加が見込ま
れることから、高速道路と隣接した道の駅尾花
沢の受入環境の充実を図るとともに、パークア
ンドライドによる市内周遊観光を推進したい。

（H31.2）

■ 旅行事業者の声

■ 空港を起点としたインバウンド観光
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出典：⼭形県観光者数調査

■ 山形県の観光入込客数と
外国人観光客数の推移と目標値※

※⽬標値：おもてなし⼭形県観光計画における管理指標

出典：⼭形県観光者数調査

■ 山形県の観光消費額※と
外国人観光消費額※の推移

約1.1倍

約1.1倍

約2.2倍

約3.8倍

※いずれも観光⽬的



地域救急医療活動を支援

■搬送時間と生存率の変化（急性心筋梗塞）
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■ 県内陸部（村山地域以北）における重篤患者の搬送ルート

今回
開通区間
4.3km

河北町

拡⼤図

県⽴新庄病院
（第⼆次救急医療機関）

山形JCT

新庄北IC

：開通前、H31.2時点
：開通後、東北中央道（東根〜東根北）開通後

北村⼭公⽴病院
（第⼆次救急医療機関）
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H26.11開通
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一刻の猶予も許されない急性心筋梗塞等の救急搬送において、東北中央道の整備に
伴う時間短縮による救命率向上が期待される。
本区間の整備は、時間短縮に加え国道13号の主要なブレーキポイントを回避できるた
め、ブレーキによる傷病者への負担を大幅に軽減できる。 （H31.2）

■ 改善される救急搬送時間
（県立新庄病院～山形県立中央病院）
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（分）

※ H27道路交通センサス混雑時平均旅⾏速度（上下平均）より算出
※ 東根〜⼤⽯⽥村⼭間は80km/h、ICアクセス道は規制速度（50〜60km/h）

5分 8分

現況

19分

出典：藤本他医師9名「道路整備による救急医療改善効果〜経済性を偏重しない
道路整備効果説明⽅法の提案〜」交通⼯学Vol.45、No.5、2010

※搬送時間：覚知（コール119）〜病院到着までの時間

《拡⼤図》

北村⼭公⽴病院
（第⼆次救急医療機関）
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事故危険箇所
主要渋滞箇所

事故多発交差点
ワースト1(H29)※1

※1  ⽇本損害保険協会
出典：事故危険区間マップ

（⼭形県道路交通環境安全推進連絡会議 HP）
⼭形県渋滞対策推進協議会資料（H25.1.24公表）

■ 最上広域市町村圏事務組合消防本部の声

村⼭地域以北から⼭形市内の
第三次救急医療機関への
搬送件数※ (H30) 年間430件
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心疾患死亡率 (⼈⼝10万⼈対)

全国平均の
約1.7倍

出典：⼭形県保健医療計画（H30.3）

最上地域
村⼭市
尾花沢市消防本部
管轄エリア

開通後
開通前

⼭形県⽴中央病院
（第三次救急医療機関）

※最上地域、村⼭市内、尾花沢市消防
本部管轄エリアからの搬送と、北村⼭公
⽴病院からの転院搬送の計

〇県内陸部（村山地域以北）の重篤患者の対応は、山形市内の医療機関との連携が必要であり、救急搬送件数は年間430件

〇心疾患死亡率が高い最上地域では、今回開通区間も含め20分以上の時間短縮が図られるなど、今後も生存率向上が期待

〇さらに県による地域活性化IC（東根北IC）とアクセス道の整備により、主要渋滞箇所で県内ワースト１の事故危険箇所である交差

点を回避し、県北地域の救急医療活動を支援
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将来 現況

最⼤32分の搬送時間差で
⽣存率が33％向上




